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研究成果の概要（和文）：本研究では，保健医療福祉分野においても住民情報を積極的に利活用すれば住民にと
ってよい情報サービスが提供できるという考えから，住民情報の特性・特徴・活用方法を整理するとともに，事
例研究として住民情報(集合知)を利用して感染症予防，予防医療，および，医薬品等検索管理を情報支援するシ
ステムを設計・評価した。その結果，これら住民情報を利用した保健医療福祉情報システムは，利用していない
システムと比較して多くの利点があるものの，その構築・運用にはまだ様々な課題・問題点が残されていること
等が明確になった。そして，これらの内容を把握した上で，現状での保健医療福祉情報システムの住民情報活用
方法を提案している。

研究成果の概要（英文）：In this research, firstly, the characteristics, features, and application 
methods of inhabitants’ information were analyzed, from the idea that good information service can 
be provided for inhabitants if inhabitants’ information is utilized in the health-medical-welfare 
field. Then, as a case study, some information systems that support infectious disease prevention, 
preventive medical care, and search management of medicines using inhabitants’ information 
(collective intelligence), etc. were designed and evaluated. As a result, it became clear that the 
health-medical-welfare information system using these inhabitants' information has many advantages 
compared with other systems, and various subjects and problems still remain in the construction. 
Based on these contents, the utilization method of inhabitants’ information of the current 
health-medical-welfare information system was proposed.

研究分野：システム工学

キーワード： 感染症　予防医療　医薬品　住民発信情報　集合知　保健医療福祉システム　情報システム　システム
設計

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 高度情報社会の進展にともない，スマート
デバイスを用いて，いつでも，どこからでも，
だれでも，情報サービスを受けたり，情報提
供したりすることが可能になってきている。
また，住民の日常の生活情報（ライフログ）
や位置情報を提供できるサービス環境も整
備されており，住民が保健医療福祉に関する
情報をいつでもどこからでも簡単に発信で
きるとともに，情報サービスをリアルタイム
で受けられる社会基盤・環境が整いつつある。 
 このように情報をいつでも発信し情報サ
ービスがいつでも受信できる社会環境の中
では，住民情報の積極的な活用と住民へのよ
りよい情報サービスの展開が保健医療福祉
情報システムにおいても重要な課題になる。
とくに，これまでのような行政および保健医
療福祉関連施設（機関）からの一方的な住民
への情報提供ではなく，住民が積極的に参加
し高い価値の情報サービスを共に生み出し
ていくしくみ（価値共創システム等）を構築
していく必要がある。 

住民から発信される情報を活用する利点
として，「発信源である住民(患者)から迅速に
情報が入手できること」をはじめ様々な点を
あげることができる。保健医療福祉情報シス
テムに住民情報を取り込み情報サービスと
して提供することで住民サービスの充実・向
上を見込むことができる。一方で，住民情報
の正確性・信頼性，個人情報の扱い方，情報
の提供方法等の様々な問題点・課題が存在し
ている。 

住民から発信された情報の多くは，一般に
「集合知」として活用され，住民に様々な役
立つ情報・ソフトウェアを提供している。し
かしながら，保健医療福祉分野において扱わ
れる情報の多くは専門性・特殊性・重要性が
高く，また場合によっては生命に関わる情報
のため，保健医療福祉分野における情報シス
テムとして地域住民や患者からの情報はあ
まり活用されていないのが現状である。 

 

２．研究の目的 

本研究では，システム工学・地域医療学，
社会工学・情報工学的立場から，関連する文
献調査，住民情報の活用状況および保健医療
福祉システムの住民情報の現状調査，研究者
および保健医療福祉関係者へのヒアリング
を実施する。そして，住民情報を活用した 2

つの保健医療福祉情報支援システム「感染症
予防支援情報システム」および「予防医療支
援情報システム」の事例研究を通じて，保健
医療福祉分野において住民発信情報を活用
した情報サービス(システム)を展開する際の
メリット・課題・問題点を整理するとともに，
このような情報システムを構築する際の方
法・手順・考え方・配慮すべき点等を含めた
「住民発信情報の活用方法」を提案すること
を目的としている。 

 

３．研究の方法 

本研究では，住民発信情報の特性・活用状
況の分析，住民発信情報を活用した情報シス
テムの現状調査，保健医療福祉分野における
住民発信情報の特性・特徴・活用状況の整理，
「感染症予防支援情報システム」や「予防医
療支援情報システム」等の住民発信情報を活
用した情報システムの設計事例研究と調査
等を通じて，「住民発信情報の活用方法」を
提案している。主な研究方法（手段）は，保
健医療福祉従事者・システム関係者へのヒア
リング調査・意見交換，文献調査，各種シス
テム調査，意識実態調査，システム設計，シ
ステム評価等である。なお，本研究では，設
計事例として，当初から「感染症予防支援情
報システム」，「予防医療支援情報システム」
をあげており，本研究の計画途中で「医薬品
等検索管理支援情報システム」の事例研究を
加えている。 
 

４．研究成果 
(1)感染症予防支援情報システム 
①感染症および感染症関連情報システムの
現状 
感染症には様々な種類があり，様々な伝達

（感染）手段で人から人へ感染していく。そ
のなかで，インフルエンザは患者の咳やくし
ゃみによって飛散する粒子（飛沫）が他人の
粘膜に付着することによって感染を広げて
いく。これにより，患者に接触した人等が感
染して，地域的な広がりを見せていく。 
 そのような感染症から住民を守るため，研
究所，医師会，地方自治体等では，感染症の
発生状況を監視して，地域ごとにその発生状
況（感染症名，感染者数等）を定期的に住民
に提供している。しかしながら，それら感染
者数の情報は，医療機関，保健所，学校等に
届けられたものを集計期間終了後に集計処
理したものであり，それらの集計結果は統計
情報としては役に立つものの，地域の住民が
感染症予防の情報として利用するには特に
リアルタイム性が低いと考えられる。 
②感染症予防支援情報システムの提案 
本研究では，研究所等が提供している公表

情報に加え，住民情報を集合知として積極的
に活用し，これら各施設，組織，自治体等が
連携をとって，住民に有効な情報サービスを
提供する感染症予防支援システムを提案し
た。本システムは，住民から健康，生活状況，
自覚症状，予防の実施状況，基本属性（性別，
住所，学校等）等の情報，感染症予防などに
関する意見，および，感染症に対する調査結
果を定期的あるいは随時収集して，感染症に
関して必要な情報サービスを，専門機関情報
と併せて住民に提供するものである。また，
集まった住民情報は研究所等に活用しても
らい，専門機関情報の検証や高度な分析に役
立ててもらう。これにより，さらに精度の高
い専門機関情報が発信されることになる。 
本システムの提供情報としては，各地域各



感染症の患者数の発生状況とその推移(実数
と割合)，生活様式や属性別の発生割合，感
染症の症状と病名，感染症に対する処置と病
状の変化等が考えられる。 
③感染症予防支援情報システムのメリット 
本システムの構築により，これまでの研究

所等が提供を行っている感染症サーベイラ
ンスのシステムと比較して，以下のようなメ
リット・効果が期待できる。 
・地域の感染症の広がりと住民の自覚症状等

から，住民自身によって早期に感染症の疑
いに気づくことができ，その病気に対する
早期対応ができる可能性がある。 

・より早期にリアルタイムに感染症の地域拡
散が予測でき，予防対策を行うことができ
る。 

・公表されている情報を住民情報により補完
（裏付け）することができる可能性がある。
これにより，公表情報の信頼性が向上につ
ながる。 

・生活様式，体質，年齢等から感染しやすい
人が早期に判定できる可能性がある。また，
感染症に対して効果の高い予防法が早期
に確認できる。さらに，感染しなかった住
民情報から新しい予防法が見つかる可能
性がある。 

・感染症にかかった住民の病状の変化（経過）
から，感染してから発生する病状に対して
事前に対応することができる。 

④感染症予防支援情報システムの課題・問題
点 
本システムの課題・問題点として，以下の

点をあげることができる。 
・感染症に関する情報は，専門機関情報か，
あるいは，住民情報かを明確に示し，閲覧
者（住民）がそれを理解した上で情報を利
用できるように工夫する必要がある。 

・住民からの情報や意見が集められることを
利用者（住民）に知ってもらい，情報の正
確性の判断等は利用者に負ってもらうこ
と（自己責任）を明確に示す必要がある。 

・住民からの発信される情報には，明らかに
間違った情報等が提供される可能性もあ
り，そのような情報に対して保健医療福祉
従事者等が監視・チェックする必要がある。 

・住民情報には個人情報が含まれるため，そ
のような個人情報等の取り扱いをどのよ
うにするのかを検討する必要がある。また，
システムのセキュリティ対策も必要であ
る。 

 
(2)予防医療支援情報システム 
①予防医療および健康管理における現状 
 高齢社会の進展，食生活・社会環境の変化
等により，疾病構造が変化し，ガンを代表と
する生活習慣病を患う患者が急速に増加し
ている。また，都市化の進展により，感染症
が地域に急激に拡大する可能性が高くなっ
ている。さらに，花粉症やうつ病等治療が長
期になる様々な病気が見られる。それにとも

ない国民医療費が高騰しており，予防医療が
注目されている。一方で，住民の健康意識の
高まりとともに PC あるいはスマートフォン
を活用して自分で健康管理をする様々なソ
フトウェアが提供されてきている。しかしな
がら，住民の多くは自分の健康情報に関する
意識は低く，健康情報の管理が十分にできて
いないのが現状だと言えよう。 
②住民情報を利用した予防医療支援情報シ
ステムの提案 
 本研究では，スマートフォンを用いて，ラ
イフログ等も活用して自分の健康情報を管
理するとともに，住民情報を集合知として活
用し，個人が健康で幸せな生活を守っていく
ための予防医療支援情報システムを提案し
ている。 
 本システムの設計方針として，以下をあげ
ている。 
・気軽に簡単に健康に関する情報を得られる 
・集合知を用いて個人に合った有効な情報を

提供する 
・ライフログを用いて，日々の健康状態をデ

ジタルデータとして記録する 
・プライバシー保護のためセキュリティを確

保する 
・収集されたデータを統計資料として利用で

きるように分析・解析する機能を加える 
・分析・解析した結果から改善のためのアド

バイスを提供する 
 本システムは，住民情報を集合知として利
用して，生活改善点の洗い出し機能，異変に
対してのチェック機能，花粉症流行状況把握
機能，感染症流行情報把握機能，医薬品の効
果の判断材料提供機能等から構成される。 
③住民情報を活用した予防医療支援情報シ
ステムにおける住民情報活用の利点と課題 
 住民情報を利用する予防医療支援情報シ
ステムは他のシステムと比較して以下の利
点がある。 
・早期の病名判断支援 
・感染の地域拡散の早期予測・確認 
・公表情報の信頼性向上（情報補完） 
・予防法の早期確認 
・病状の変化の把握と事前対応 
・病気の特徴の理解支援 
 また，住民情報を活用した予防医療支援情
報システムの構築における課題・問題点は以
下のようになる。 
・HP公開における表示方法 
 公式情報と住民情報の見せ方（提供方法） 
・自己責任への理解 
 情報の判断 
・医療従事者等による情報の監視 
 不正な情報入力への対策 
・個人情報等の取り扱い 
 情報公開範囲の設定 
・セキュリティ対策 
 個人情報流出の対策 
 
(3)医薬品等検索管理支援情報システム 



①医薬品・健康食品を取り巻く環境の現状と
課題 
医薬品および健康食品を取り巻く環境の

現状について以下にまとめる。 
・国民医療費の増加 
・2014 年 4月医薬品のネット販売の解禁 
・健康食品市場の拡大と表示方法の問題 
・残薬問題 
・医薬品等の飲み合わせ 
以上の点も含めて健康食品も含めた医薬

品の問題点をまとめると以下になる。 
・医薬品等の効果が不明瞭 
・医薬品等の効果には個人差がある 
・医薬品等は副作用があり，健康を害する場

合がある 
・健康食品には商品に成分量・品質により差

がある 
・健康食品の効果の解明は不十分である 
・利用者側の医薬品等の理解が十分ではない 

また，医薬品関連の情報システムとしては，
医薬品・健康食品データベース，医薬品服用
管理システム，ネット通販会社の評価サイト，
医薬品等に関する Q&A サイト，電子お薬手帳
アプリ等があるものの，住民発信情報（集合
知）を積極的に活用して情報サービスを提供
しようとするものは見当たらない。 
②医薬品等検索管理支援情報システムにお
ける住民情報活用の方法と利点 
 医薬品等に関する情報システムにおいて
は，専門機関による医薬品の情報提供，医薬
品の服用状況，および，服用履歴の管理シス
テムが比較的多く存在する。ネット通販会社
の一部では医薬品に関する情報交換や評価
ができる機能を持っている。これら機能に加
え，住民情報（服用，知識，経験等）と専門
情報を同時に分析する機能を持つことがで
きれば，充実した情報サービスを提供する画
期的な情報システムを構築することも可能
である。 
 また，ひとり一人の医薬品等の服用状況把
握機能，服用履歴照会機能，および，医薬品
等の効果評価機能等を加えれば，これまでに
ない高品質の情報サービスを提供できるシ
ステムが構築されるものと考えられる。 
 そして，このような住民情報を活用すると
ともに医薬品等の自己管理ができる総合的
な医薬品等検索管理支援システムは，これま
での医薬品関連の情報を提供するシステム
と比較して，以下のような利点が得られると
考えられる。 
・医薬品・健康食品の効果の検証 
・医薬品・健康食品の利用者から情報の迅速
な確保 
・医薬品等情報の集合知としての活用 
・医薬品・健康食品の自己管理 
・服用履歴照会と医薬品等の効果の把握 
③住民情報を活用した医薬品等検索管理支
援システムの基本設計 
本研究では，専門機関（製薬会社等）から

の情報（以下，「専門情報」と呼ぶ）に加え

て，住民から提供される医薬品等に関する情
報を集合知として活用すれば，これまで以上
に役に立つ医薬品等の情報提供ができると
考え，住民情報を活用した医薬品等検索管理
支援システムを設計・提案した。 
本システムの目的は，住民情報および専門

情報を活用して，住民に適した医薬品等の検
索支援を行うとともに，医薬品等の服用管理
を情報面から支援し，住民の健康づくりを総
合的に支援することにある。 
本システムの主な設計方針は以下である。 

・住民情報および専門情報を有効活用して，
利用者に適した医薬品等に関する情報サ
ービスを提供する 

・電子的なお薬手帳機能，医薬品等の服用管
理等を持たせた総合的な医薬品管理機能
とする 

・住民情報を活用し医薬品等の効果を示せる
ようにする 

・医薬品等の飲み合わせ等のリスク管理機能
を備える 

・スマートデバイスを用いて簡単に操作でき
る 

 設計したシステムの主な機能および内容
は以下のようになる。 
・医薬品・健康食品情報照会機能 
・服用管理機能 
・お薬手帳機能 
・リスク回避機能 
・医薬品・健康食品比較支援機能 
 
(4)保健医療福祉における住民発信情報の特
性と課題 
住民発信情報の特性を適切に活用し構築

した保健医療福祉情報システムの利点とし
て，これまでの事例設計から以下の点をあげ
ることができる。 
①情報が早い 
住民が情報発信源にあたるため，住民から

直接情報を入手できれば，リアルタイムに近
い情報を収集できる。 
②多様で多くの情報を集めることができる 
多くの住民からの情報収集ができること

により，全体の状況（割合）がわかるのと同
時に，個人差による状況や効果の違いまでも
が把握できる。 
③専門知の正確性を確認できる 
 専門知に住民情報（集合知）を加えて示す
ことにより，専門知の内容の正確性を確認す
ることができ，その内容の信頼性を向上させ
ることができる。 
④健康リスクの把握ができる 
 健康被害等の情報を多く迅速に収集する
ことにより，リスク管理に役立てることがで
きる。 
⑤健康に効果がある内容（情報）を確保でき
る 
 新しい健康法など専門家では気がつかな
かった内容を，住民情報（集合知）から確保
できる可能性がある。 



⑥住民本人に適合した情報提供ができる 
 多くの住民情報を集めることにより，本人
の属性（年齢，性別，体質，生活スタイル等）
に適合（パーソナライズ化）した情報ができ
るようになる。 
⑦現状推測や将来予測ができる 
 住民から様々な情報を集めることにより，
専門知の正確性を確認するだけでなく，現状
推測や将来予測の精度を向上することがで
きる。 
⑧住民の判断がより効率化される。 
 住民情報の活用により，情報の充実性・迅
速性・有効性等が高まり，住民自身による判
断がより効率化される。 
 
 一方，保健医療福祉支援情報システムを構
築する際に，とくに注意すべき点および課題
として，以下の点があげられる。 
①情報への信頼性が低い 
 専門知に比べて住民情報は，住民からの信
頼性が低い。 
②多くの有効な住民情報の収集 
 集合知として情報提供し，パーソナライズ
化した情報サービスを提供するには，より多
くの有効な住民情報を確保する必要がある。 
③住民情報の分析方法の検討 
パーソナライズ化した情報を提供するに

は，提供内容ごとに属性等による効果等に違
いが生ずるかを効率よく分析する必要があ
る。そのため，専門家のアドバイス等を受け
るのと同時に，実際に収集された住民情報分
析を探索的に進め，分析方法を検討・確立し
ていく必要がある。 
④情報の表示方法への配慮 
 専門知でなく住民情報（集合知）であるこ
とを明確にするのと同時に，誤解を招かない
表示方法をする必要がある。 
⑤個人情報の扱いやプライバシー侵害への
配慮 
住民情報を扱うため，個人情報の取り扱い

には注意が必要である。また，対象者数が非
常に少ない場合には，個人が特定される可能
性があるため，何らかの工夫が必要となる。 
 
(5)保健利用医療福祉分野における住民発信
情報の活用方法 
 住民情報の特性，集合知の特徴，および，
住民情報を活用する利点と課題等から，保健
医療福祉情報システムで住民情報を活用す
るには，専門機関の情報（専門知）を補う形
での提供が望ましいと考えられる。少なくと
もシステムの信頼性が得られるまでは，住民
情報のみの情報提供ではなく，専門知を補う
形での住民情報を提供する必要がある。また，
情報提供する機関は，信頼性が高く公平な情
報が期待される公的機関が望ましいと思わ
れる。 
 保健医療福祉情報システムがどのような
内容を住民に提供するのかによるものの，住
民情報を活用することにより，システムとし

て下記の機能（情報サービス）が提供できる。
保健医療福祉情報システムを設計する際，住
民情報を活用して以下の機能・役割の設置を
検討するとよいと思われる。 
①専門知の補強機能 
Web ページ等で専門知を示す際に，住民情

報（集合知）も同時に示す。 
②リスク・サーチ機能 
専門知・住民情報（集合知）から健康リス

クを把握し伝える。 
③効果の評価機能 
 受けた行為（医師の治療等），あるいは，
実施している行為（医薬品服用等）に対して
のその効果等の評価を登録し，住民（集合知）
として示す。 
④将来予測機能 
 専門知および住民情報（集合知）から，住
民全体および利用者の現状を分析し，将来の
状況を予測する。 
⑤分析機能 
 住民情報（集合知）を分析し，住民への情
報サービスに反映させる。 
⑥記録機能 
 利用者が様々な状況を記録し，これからの
判断に生かす。 
⑦パーソナライズ機能 
 住民の状況や利用内容に応じて情報を最
適化する。 
⑧アイデア収集機能 
 住民からの新しいアイデアや発想を集め
て検証する。 
⑨判断材料資料の提供機能 
 住民が関心のある材料を届け，判断の支援
を行う。 
 
また，住民情報（集合知）を活用する上で，

以下の機能の設置・検討が必要となる。 
①住民情報のチェック・監視機能 
 住民から登録された情報に問題がないか
を確認する。 
②個人情報保護機能 
 個人情報が漏れ，プライバシーを侵害しな
いようにする。 
③セキュリティ機能 
 システムの情報を守り，安心して利用でき
る。 
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